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m一次調先，1Jr日｜報告書（ARice-Growing Vi I !age Revisited : An Integrated Study 
of Rural Development in Hortheast Thailand,1983），プロジェクト・チームの山


















































































の υ1fo rma I sect a rにおける男子非熟練労働の賃金ほ40～50パーツ程度であり、
D Dの農業艇傭賃金が30パーツ得度であるから、交通質や外食星空などを考えれば、村
外と村内就業の報酬率はほぼ均衡しているのではなかろうか．ということはコンケン
からの経済距維がDD以上に遠ざかるにつれてコンケンへの通勤兼業の有利性は急速
に失われてしまうことを示している．
D Dの＊生産：l士、ほとんど自家用であり、また米はその市場価値に比して輸送
・販売コストが比較的低い農産物であるから、市場への経済距維の短絡がDDの米生
J取の経済的；／：j,"flj性を高め、水Ilの地代を1＼.＇，めるのに大きく貢献したとは考えにくい．
D D村氏のほとんどにとって村外の通勤兼業機会は不定）VJ・不安定なものであり、彼
3 
等にとっては比較的犯放で労働をあまり要しない稲作で自在米を健保しながら‘~外に
就労－して現金収入を得るという形態が所得のI旬土と安ー定という点で有利となる．した
がってコンケンへの通勤可能聞にあるDDのような村の水悶に対する需要は通勤鴎外
にある村の水間に対する需要に比して大き〈なろう．こうしたメカニズムがDDの地
代・地価の上Mを説明する要閣の一つではないだろうか．村氏の話によると人口に対
し川地が括少になり、 I取米を確保するかめ土地を借りたいという人が増えたことと、
村外へのt1lかせぎのため大前i積を経営しきれず‘土地の一部を貸したいという人がふ
えたという理由があわさって小作地が明えたとのことであった．
こうした傾向は今後も継続すると考えられるが‘それはこの村の階層分化をお
し進めてゆくであろう．一般に比較的閉鎖的な農村社会でフロンテイアが消滅し‘人
口IF.力が強まってゆけば．インドネシアのジャワに典型的に昆られるように農業の集
約化と経常規検の零細化が平行し、同時に地主・小作IJU係が一般化し、小作農の史に
ドに農業媛倣ヲj・貨に生，，Hの大部分を依存する過小農や土地なし農業労働者層がおrt:さ
れてくる．このような傾向は、すでに北タイなどで観察されるところである．
D Dの場合は、コンケン市場へのアクセスが人口圧力のガス抜きの役割を演じ
ているからジャワ型の農民層分解とはならないのではなかろうか．農業プロレタリ
ア｝トの析出、その賃労働に依存した集約農業の開発という方向にゆ〈よりは、地主
．ノj、i'FのF持厄
でt敬;r，を研t保し、村外履儲やコンケン市場を目ざした商業的園芸作物の生産から現金
m得の増大を言｜ろうとするであろう．
しかし‘比較的広い.＋地を持ち、現物小作3ド：か自家生産で自駐米を十分に健保で
きる階居・と、飯米を買わねばならぬ階舟では経済余剰に大きな主主を生じ‘おそらくそ
れが投資なかんず〈子郊の教育投資を通じて所得絡差を史に紅、大するという経路をと
るのではなかろうか．いずれにせよ、 DDが限界地という性絡を失うことは、村全体
の所得がI自大するとともに所得格差をもil1加させることはほぼ確実であり、それがど
のような文化・社会的な変化をこの村にもたらすかはきわめて興味深い問題である．
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